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たか高スピリッツ 

令和元年度松籟祭テーマ

「綴～自分たちの思い出を～」

■松籟祭

つづる

　９月６・７日に松籟祭「文化の部」、９月10日
に「体育の部」が開催されました。
　６日は校内発表日で、１年次生のミュージカル
を取り入れた演劇によるステージ発表、３年次生
の心を１つにした合唱、温知寮生による寮歌斉唱、
家政科の生徒によるファッションショーや手話歌
などが行われました。
　７日は一般公開日で、保護者や地域の方々に多
数ご来場いただきました。ＰＴＡ主催によるバザー
はすべて完売し、売り上げの全額を生徒会に寄付
していただきました。模擬店や２年次生の展示で
は行列ができるほどの盛況でした。体育館では、
吹奏楽部・コーラス部・演劇部がそれぞれ日ごろ
の成果を発表したり、有志グループがバンド演奏
をして、会場を沸かせました。
　10日の体育の部は、快晴の下、競技が行われま
した。赤青緑の３ブロックに分かれて応援にも力
が入りました。チーム・パフォーマンスでは、各
ブロックが音楽にあわせて息の合ったパフォーマ
ンスを披露。最後のフォークダンスでは、たか高
生全員が輪になり心を一つにし、アンコールの後
にフィナーレを迎えました。

　高梁高校ではオーストラリアのノーウッド・モ
リアルタ高校との姉妹校提携を行っています。今
年は本校から１名の生徒が８・９月の２か月間、
姉妹校へ夏季留学をしました。
　また、９月末から10月上旬にかけて、姉妹校
から1８名の生徒が来校しました。１週間の日程
で滞在し、本校のホストファミリー宅で日本の生
活を体験しました。学校生活では、９月30日に
歓迎式典が行われた後、調理実習や美術や書道の
授業を、たか高生と一緒に受講しました。国際色
豊かな１週間はあっという間に過ぎ、お別れパー
ティーでは、ホストファミリーも加わり、最後の
お別れを惜しみました。本校生徒にとって姉妹校
の生徒との交流は、ネイティブの英語に触れる良
い機会となりました。

■姉妹校との交流

高梁高校のＨＰのＱＲコード

ＨＰブログ「高梁高校Diary」でも
たくさんのお知らせをしています。



■社会人講師授業～深い学びを目指して～

■夏サポ・「学び合い」

■検定に挑戦

■科目選択

家政科

普通科

所蔵品展

山田方谷、板倉勝静の書など有終館
所蔵品を公開します。

11/7
( 木 )

場所：本校有終館（正門脇）
時間：14～17時（入場無料）

家政科展

カフェ・家政科紹介・保育イベント
ファッションショー　など

２４日（金）１５時～２０時
２５日（土）１０時～１５時30分

作品展示・手話歌

( 金 ・ 土 )

１/24・25

場所：ポルカ天満屋ハピータウン

スプリングコンサート
3/21
( 土 )

吹奏楽部、コーラス部、ダンス部
が日ごろの練習の成果を発表する
予定です。

場所：高梁総合文化会館

　ポルカ天満屋ハピータウン「わくわく広場」を会場に、地元の小・中学生
を対象とした「高梁高校夏休み学習サポート教室」が開講されました。先生
は本校普通科の生徒 24 名。毎日 10 名ほどの小学生が夏休みの宿題などを
持って参加してくれ、分からなかった問題が解けるとハイタッチをして喜び
を分かち合うなど、本校のお兄さん先生・お姉さん先生と楽しく学習しまし
た。本校の生徒にとって、小学生への触れ合い方や教え方を学ぶ貴重な時間
となりました。この他にも、高梁高校では単位認定ボランティアなどの制度
があり、学校と地域とのつながりを重視した学びを展開しています。

  高梁高校では、9 月に 1・2 年次生の来年度の受講科目希望調査を実施し
ています。
　高梁高校では単位制を採用しており、生徒は多様な選択科目の中から自
分の将来の進路に応じて選択することができます。もし選択に迷っても、
二人担任制によるきめ細かいサポートをはじめ、各教科の先生方が一人ひ
とり親身になって相談にのってくれるので安心です。

　今年の夏も、家政科では各種家庭科技術検定（食物調理、被服製作、保育）
の合格に向けて挑戦しました。それぞれの年次の力に合わせて 4 級から受
験していき、3 年次は１級に挑戦しました。前期では 41 名中 39 人（98％）
が見事 1 級に合格しています。
　検定取得に向けての取り組みは、専門的な力が確実に身に付くだけでは
なく、考える力や忍耐力、創造力など人間力の成長にも大きくつながって
います。

　本校では、日本料理やデザインなどについて３０人以上のプロの先生を
本校にお招きし、特別授業を行っています。将来スペシャリストを目指す
家政科の生徒にとっては、楽しみな授業です。生徒からは「これからの生
活に今回学んだことを生かしていきたいです。」「実際に教えていただいて
よく理解できました。」などの声が聞かれました。この特別授業を通して、
プロの厳しさや高度な技術に触れることができ、家政科の学びの深さを感
じる機会になっています。

　高梁高校では「総合的な学習（探究）の時間」を「方谷学」と名付けています。「方
谷学」は幕末に備中松山藩の財政を立て直した偉人、山田方谷にちなみ命名されま
した。段階的に学びのプロセスが構成されており、１年次生「知」「考」２年次生で
は「創」「進」という単元を展開しています。これは「知識・理解」を身に付け「思考力・
判断力・表現力」を高めていくための取り組みです。
　生徒は興味・関心のある分野でグループをつくり、各グループで高梁の町につい
て調べ、町の抱える問題を考えます。そして、フィールドワークを実施して、高校
生の視点で解決策を探究し、高梁の町を魅力的にする方法を考えます。今年度は調
べたこと・考えたことをスライドなどにまとめ、10月10日にフィールドワークで
お世話になった方もお招きして 2 年次生が発表会を実施しました。

総合的な学習 （探究） の時間方谷学


